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 2011 年度の共同研究費配分課題では，以下の 2 つの研究課題を行い，今後の研究発
展に結び付けることができた。 
 
 研究課題 1「早産児のポジショニングと疼痛緩和に関する研究」  
早産児の採血等に伴う疼痛緩和とポジショニングの関係を明らかにすることを目的














ニングの関係を検討した。対象はローリスクの早産児 8 名(平均在胎週数 35.3 週)で
あった。睡眠評価には，aEEG(amplitude integrated electroencephalograph)を用い











第 21 回日本新生児看護学会学術集会．東京．2011.11 
・「aEEG を用いた早産児の睡眠発達の検討」，日本赤ちゃん学会 第 12 回学術集会（平
成 24 年 6 月 2 日-3 日）にて発表を予定（演題登録中）  
 
